
平成２０年（２００８年）２月 

２ 

やしお市議会だより 

７ 

平成19年第4回定例会から討論のあった主な議案について、 
その討論の概要をお知らせします。 

議員からの寄附は、 
罰則をもって禁止されています！！ 

 

■
平
成
１９
年
度
八
潮
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
） 

 

　
　
反
対
討
論（
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
会
） 

 
　
大
枠
で
は
一
定
の
評
価
は
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
２
点
に
関
し
て
疑
問

が
あ
り
ま
す
。 

　
第
１
点
目
は
、
平
成
１９
年
度
の
税

制
改
正
に
よ
り
、
電
子
申
告
で
所
得

税
の
確
定
申
告
を
行
う
場
合
、
１
回

限
り
所
得
税
か
ら
５
千
円
戻
す
と
さ

れ
た
為
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の

発
行
枚
数
の
増
加
見
込
み
に
伴
う
需

用
費
増
と
し
て
計
上
さ
れ
た
７８
万
８

千
円
で
す
。
電
子
申
告
は
１７
年
度
の

全
国
実
績
で
も
、
申
告
全
体
に
占
め

る
割
合
は
わ
ず
か
０
・
４
％
と
利
用

者
が
極
端
に
少
な
い
。
ま
た
電
子
申

告
を
行
う
場
合
、
住
基
カ
ー
ド
代
、

電
子
証
明
書
代
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ラ
イ
タ
代
等
４
千
円
強
必
要
で
、

そ
の
上
手
続
き
が
煩
雑
と
い
う
こ
と

も
あ
り
大
幅
な
利
用
者
増
は
見
込
め

ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
カ
ー
ド
発
行
代

と
し
て
市
民
か
ら
５
０
０
円
い
た
だ

き
ま
す
が
、
カ
ー
ド
本
体
の
購
入
費

は
一
枚
１
５
０
０
円
で
そ
の
差
１
０

０
０
円
は
市
の
負
担
で
す
。 

　
第
２
点
目
は
小
学
校
理
科
支
援
員

謝
礼
金
の
９７
万
２
千
円
の
減
額
で
す
。

こ
れ
は
授
業
を
充
実
さ
せ
て
理
科
好

き
を
育
て
よ
う
と
、
文
科
省
が
今
年

か
ら
始
め
た
も
の
で
す
が
、
半
分
強

の
予
算
を
返
す
こ
と
に
な
り
、
当
初

の
見
込
み
の
甘
さ
や
Ｐ
Ｒ
等
、
努
力

不
足
が
窺
え
る
。
財
政
の
「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
」
と
い
う
観
点

か
ら
、
適
正
と
は
言
え
な
い
為
、
反

対
す
る
も
の
で
す
。 

 

　
　
賛
成
討
論（
自
民
ク
ラ
ブ
） 

 

　
今
回
の
補
正
予
算
を
見
ま
す
と
、

主
な
も
の
と
し
て
、
歳
入
で
は
、
生

活
保
護
費
等
に
係
る
国
庫
・
県
負
担

金
の
増
額
や
市
有
地
売
払
に
係
る
財

産
収
入
の
増
額
、
さ
ら
に
、
寄
附
金

の
受
け
入
れ
に
伴
う
予
算
化
な
ど
、

収
入
の
見
込
み
等
を
的
確
に
捉
え
る

と
と
も
に
、
時
宜
を
得
た
適
切
な
予

算
措
置
が
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。 

　
一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
で
す
が
、

総
務
費
で
は
、
自
治
基
本
条
例
の
検

討
に
向
け
た
経
費
の
予
算
化
や
健
全

な
財
政
運
営
を
図
る
た
め
の
財
政
調

整
基
金
へ
の
積
立
金
の
増
額
、
ま
た
、

民
生
費
で
は
、
市
民
生
活
の
安
全
を

図
る
た
め
道
路
照
明
灯
や
反
射
鏡
の

設
置
等
に
か
か
る
経
費
の
増
額
、
ま

た
、
土
木
費
で
は
、
道
路
維
持
に
係

る
経
費
の
増
額
、
さ
ら
に
、
教
育
費

で
は
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
開
催
に
向
け
た
経
費
な
ど
、
市
民

生
活
の
利
便
性
や
安
全
性
の
向
上
な

ど
に
配
慮
し
た
予
算
措
置
が
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ま
す
。 

　
以
上
、
今
回
の
補
正
予
算
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
近
年
の
市
財
政
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
も
と
で
、
健

全
な
運
営
を
に
ら
ん
だ
適
切
な
措
置

が
な
さ
れ
、
ま
た
、
市
民
の
利
便
性

向
上
と
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
に
素

早
く
対
応
す
る
た
め
の
予
算
措
置
が

さ
れ
て
お
り
、
評
価
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
よ
っ
て
、
議
案
第
９４
号
平

成
１９
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
、
賛
成
の

意
を
表
し
ま
す
。 

 

■
八
潮
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て 

 

　
　
反
対
討
論（
共
産
党
） 

 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
昨
年
政

府
与
党
が
強
行
し
た
医
療
改
悪
で
導

入
が
決
ま
り
市
で
条
例
化
す
る
も
の

で
す
。
今
年
４
月
か
ら
７５
歳
以
上
の

高
齢
者
は
全
員
こ
の
保
険
に
組
み
入

れ
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
条
例
の
反
対
理
由
と
し
て
、 

①
保
険
料
を
八
潮
市
で
は
８
期
で
納

め
る
と
な
る
と
１
期
に
介
護
保
険

料
と
合
わ
せ
平
均
約
１
万
５
千
円

の
重
い
負
担
で
国
保
と
同
じ
１０
期

に
す
る
べ
き
。 

②
保
険
料
が
１
年
間
払
え
な
い
と
き

は
、
保
険
証
を
取
り
上
げ
資
格
証

の
発
行
で
憲
法
２５
条
の
生
存
権
を

侵
す
も
の
で
す
。「
後
期
高
齢
者

の
保
険
証
取
り
上
げ
は
忍
び
な
い
」

と
表
明
す
る
自
治
体
も
あ
り
八
潮

市
も
同
様
の
措
置
を
取
る
べ
き
。 

③
こ
れ
ま
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の

息
子
等
の
扶
養
だ
っ
た
人
も
保
険

料
の
負
担
が
発
生
。
政
府
は
一
部

手
直
し
し
た
が
す
べ
て
の
高
齢
者

か
ら
、
も
れ
な
く
保
険
料
を
取
る

も
の
で
負
担
能
力
に
応
じ
て
負
担

す
る
原
則
が
崩
さ
れ
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。 

④
法
定
減
免
制
度
が
あ
る
が
そ
の
対

象
に
な
る
か
の
所
得
判
定
は
本
人

だ
け
で
な
く
世
帯
主
の
所
得
も
加

味
さ
れ
、
こ
れ
で
は
「
名
」
の
み

に
な
る
の
で
は
。
よ
っ
て
保
険
料

や
一
部
負
担
金
減
免
の
独
自
制
度

を
市
で
作
る
べ
き
。 

⑤
差
別
医
療
を
持
ち
込
む
新
た
な
「
診

療
報
酬
体
系
」
が
導
入
さ
れ
、
さ

ら
に
検
診
予
防
は
義
務
化
さ
れ
ず

予
防
活
動
は
な
お
ざ
り
に
な
る
こ

と
は
免
れ
ま
せ
ん
。 

　
以
上
意
見
を
述
べ
、
反
対
の
討
論

と
し
ま
す
。 

 

　
　
賛
成
討
論（
公
明
党
） 

 

　
議
案
第
１
０
１
号
八
潮
市
後
期
高

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

賛
成
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
す
。 

　
誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
医
療
保
険
制
度
は
様
々

な
改
正
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
、
７５
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を

対
象
と
す
る
新
た
な
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
す
こ
と
は
大
変
大
き
な
改
革
で

あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
従
来
の
老
人
保
健

制
度
が
市
町
村
単
位
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
に
対
し
て
、
後
期
高
齢
者
の

医
療
を
継
続
的
に
安
定
し
た
制
度
と

す
る
た
め
、
県
単
位
で
行
う
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
高
く
評
価
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。 

　
本
議
案
は
法
令
あ
る
い
は
広
域
連

合
条
例
で
定
め
る
事
務
分
担
の
ほ
か
、

市
の
事
務
と
し
て
保
険
料
の
徴
収
に

関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
ま
す
と
、

後
期
高
齢
者
に
よ
り
身
近
な
市
町
村

の
役
割
は
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
国
民
皆
保
険
制
度
堅
持
の
た

め
に
も
、
広
域
連
合
と
よ
く
連
携
を

と
り
、
後
期
高
齢
者
の
側
に
立
っ
た

適
切
な
運
営
が
な
さ
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
、
本
議
案
に
つ
い
て
賛
成
の

意
を
表
し
、
討
論
と
い
た
し
ま
す
。 

   

定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、
次
の
意
見
書
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た

意
見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ

め
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。 

 

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体

制
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書 

　
外
傷
や
脳
卒
中
、
急
性
心
筋
こ
う

そ
く
等
の
救
急
治
療
を
要
す
る
傷
病

者
に
対
す
る
救
急
出
動
件
数
（
平
成

１８
年
）
は
、
５
２
３
万
件
余
に
上
り

ま
す
。
こ
の
救
急
・
救
助
の
主
体
的

役
割
を
担
う
人
材
が
救
急
医
お
よ
び

救
急
救
命
士
等
で
あ
り
、
一
刻
を
争

う
救
命
処
置
と
と
も
に
高
い
専
門
性

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
救
急
隊

が
行
う
応
急
措
置
の
質
の
向
上
を
協

議
す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

（
Ｍ
Ｃ
）
体
制
の
充
実
、
特
に
医
師

に
よ
る
直
接
の
指
示
・
助
言
（
オ
ン

ラ
イ
ン
Ｍ
Ｃ
）
体
制
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
都
道
府
県
の
下
、
各
地

域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
で
は
、
救
急

救
命
士
等
が
実
施
す
る
応
急
手
当
・

救
急
救
命
処
置
や
搬
送
手
段
の
選
定

等
に
つ
い
て
、
①
医
師
の
指
示
・
助

言
②
事
後
検
証
③
教
育
体
制
の
整
備

等
の
手
順
お
よ
び
活
動
基
準
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
が
十
分
な
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
早
急
に
住
民
の
目
線
か

ら
の
Ｍ
Ｃ
体
制
づ
く
り
を
推
進
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。 

　
今
年
５
月
に
都
道
府
県
Ｍ
Ｃ
協
議

会
を
統
括
す
る
「
全
国
メ
デ
ィ
カ
ル

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
連
絡
会
」
が

発
足
し
ま
し
た
。
国
と
し
て
各
地
域

の
現
場
の
声
を
集
約
す
る
環
境
が
整

っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
Ｍ
Ｃ
に
お

け
る
課
題
や
先
進
事
例
等
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
意
見
交
換
を
し
た
上
で
、

速
や
か
に
情
報
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
対
応
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
救
急
治
療
を

要
す
る
傷
病
者
に
対
し
て
、
救
急
隊

に
よ
る
適
切
な
応
急
措
置
と
迅
速
、

的
確
な
救
急
搬
送
が
行
わ
れ
る
よ
う

Ｍ
Ｃ
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
あ

り
ま
す
。 

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
下
記
の
項
目

に
つ
い
て
国
は
早
急
に
実
施
す
る
よ

う
、
強
く
要
望
致
し
ま
す
。 

記 

１
．
全
国
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
協
議
会
連
絡
会
を
定
期
開
催
し
、

地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

協
議
会
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ

と 

２
．
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協

議
会
を
充
実
さ
せ
る
為
の
財
政
措

置
の
増
大
を
図
る
こ
と 

３
．
オ
ン
ラ
イ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
体
制
の
構
築
を
推
進
す

る
こ
と 

４
．
救
急
救
命
士
の
病
院
実
習
や
再

教
育
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と 

５
．
救
急
活
動
の
効
果
実
証
や
症
例

検
討
会
の
実
施
を
図
る
こ
と 

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
９９
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。 

 

　
平
成
１９
年
１２
月
１８
日 

　
　
　
　
　
　
埼
玉
県
八
潮
市
議
会 

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣 

●第４回定例会日程● 

１１月２９日 

本　　　会　　　議 
開会、開議、会議録署名議員の指名、会期の決定、諸報告、議
案第８５号～１０９号までの上程及び提案理由の説明、議案第８５号
から９３号までの質疑、討論、採決 

本　　　会　　　議 
委員会報告、質疑、討論、採決、追加議案（議第８号から１２号
議案）の上程及び提案理由の説明、質疑、討論、採決、小中一
貫教育等調査研究特別委員会の設置及び付託、閉会 

本　　　会　　　議 
総括質疑（議案に対する質疑）、議案の委員会付託 

１２月７日 

１０日 総務文教常任委員会 

建設水道常任委員会 

民経消防常任委員会 

本会議（一般質問） 

本会議（一般質問） 

本会議（一般質問） 

１１日 

１２日 

１３日 

１４日 

１７日 

１８日 

●次回の定例会の日程（案）―第１回定例会日程―● 

２月２８日 
本　　　会　　　議 

開会、開議、会議録署名議員の指名、会期の決定、諸報告、議
案の上程及び提案理由の説明など 

本　　　会　　　議 
総括質疑（議案に対する質疑）、議案の委員会付託 

本　　　会　　　議 
委員会報告、質疑、討論、採決など、閉会 

３月７日 

１０日 総務文教常任委員会 

建設水道常任委員会 

民経消防常任委員会 

本会議（一般質問） 

本会議（一般質問） 

本会議（一般質問） 

１１日 

１２日 

１３日 

１７日 

１８日 

１９日 

※この定例会日程は予定ですので、変更する場合があります。 

Ｆ　　Ａ　　Ｘ：０４８（９９６）４０４９ 

Ｅ　メ　ー　ル：gikai@city.yashio.lg.jp

ホームページ：http://www.city.yashio.lg.jp/gikai/

　議案の審議状況や市政に関する一般質問等の詳しい
内容を知りたい方は、ホームページをご覧ください。 
　また、「議長の交際費」を掲載しておりますので、
ご覧ください。 

ご意見、ご感想をお寄せください 
■投稿規定 
　投稿原稿は、住所・氏名・年齢・職業・電話番号をご記入の上、
下記までお送りください。ＥメールやＦＡＸでも結構です。 

■送り先 〒３４０－８５８８　八潮市中央一丁目２番地１ 
 八潮市議会事務局　議事調査課調査係 

議会を傍聴しましょう 

議場の傍聴席 

　
本
会
議
及
び
委
員
会
は
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
定
例
会
は
年
４
回
開
か
れ
、

次
回
は
２
月
２８
日
に
開
会
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
傍
聴
は
、
市
議
会
の
活
動

に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
身

近
な
方
法
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
本
会
議
の
傍
聴 

　
本
会
議
場
の
傍
聴
席
は
、

記
者
席
４
席
、
一
般
席
４２
席

が
あ
り
ま
す
。 

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

傍
聴
申
込
書
に
住
所
・
氏
名

を
記
入
し
、
傍
聴
者
入
口
か

ら
傍
聴
席
に
入
り
ま
す
。 

●
委
員
会
の
傍
聴 

　
委
員
会
の
傍
聴
で
き
る
人

数
は
、
１０
人
ま
で
で
す
。 

　
な
お
、
傍
聴
の
手
続
き
は
、

本
会
議
と
同
様
で
す
。 

●
傍
聴
す
る
際
の
注
意
事
項 

　
傍
聴
す
る
際
は
、
拍
手
を

し
た
り
騒
ぎ
立
て
て
は
い
け

な
い
な
ど
の
傍
聴
規
則
を
守

り
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
傍
聴
す
る
方
は
、

傍
聴
席
に
お
い
て
写
真
、
ビ

デ
オ
等
の
撮
影
又
は
録
音
等

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

　
な
お
、
携
帯
電
話
の
電
源

は
お
切
り
く
だ
さ
い
。 

【
平
成
１９
年
第
４
回
定
例
会

の
傍
聴
者
数
７３
名
】 

議員からの寄附は、 
罰則をもって禁止されています！！ 
議員からの寄附は、 
罰則をもって禁止されています！！ 
選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人に寄付を
行うことは、名義のいかんを問わず特定の場合を除いて
一切禁止されています。有権者が求めてもいけません。
冠婚葬祭における贈答なども寄付になるので、注意して
ください。 

禁止されている寄付（例） 
×年賀状等のあいさつ状 
×病気見舞い 
×祭りへの寄付や差し入れ 
×地域の運動会やスポーツ大会への飲食物の差し入れ 
×議員の代理で出席する場合の結婚祝 
×議員の代理で出席する場合の香典 
×葬式の花輪、供花 
×落成式、開店祝の花輪 
×町内会の集会や旅行等の催物への寸志や飲食物の差し入れ 
×入学祝、卒業祝 
×お中元、お歳暮 

　なお、例外的に罰せられない行為として、議員本人が
持参する結婚式のお祝い・香典があります。 
　市民の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

平成平成1919年第年第44回定例会から討論のあった主な議案について回定例会から討論のあった主な議案について、、  
その討論の概要をお知らせしますその討論の概要をお知らせします。。  

平成19年第4回定例会から討論のあった主な議案について、 
その討論の概要をお知らせします。 


